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Steroid and xenobiotic受容体 (SXR)は肝臓、小腸等に高発現しており、代謝酵素cytochrome P 450 (CYP)3A4や 
P糖タンパクの発現を制御する核内受容体である。CYP3A4は薬剤、ステロイド、化学物質、発癌性物質等 
さまざまな物質の肝代謝に中心的に関与している。また、P糖タンパクは多剤耐性遺伝子(multidrug resistance 1; 
MDR1)にコードされ、腫瘍細胞から抗癌薬を排出するポンプ作用を持ち細胞内の薬物濃度に影響を与えること
が知られている。SXRはretinoid X 受容体 (RXR)とヘテロダイマーを形成し標的遺伝子のプロモーター領域にあ
るxenobiotic-responsive enhancer modules (XREMs)に作用して転写を調整する。これらの核内受容体に対して










































                                                                                
 
 
